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桜 蔭 会 便り 発行 一般社団法人桜蔭会 

次回は１１月 2８日（日）14:00-15:30 

北方美穂氏（桜蔭会会員 編集・ライター）  

「フィンランドが教えてくれたこと」 

～１０月１５日（金）より申込み開始～ 

詳細： https://www.ouinjuku.com/ 

 

 

 

 

 

速報！ 桜蔭塾第６回講座 

講演日: 2021 年 10 月 30 日(土) 14:00-15:30（Zoom 配信） 

演  題: 「お茶大が私を作った」 

講  師: 土屋賢二先生（お茶の水女子大学 名誉教授）    

 

第６回講演に、土屋賢二先生をお迎えして講演をして頂きました。 

全国各地の卒業生から申し込みがあり、115名の受講者となりまし 

た。今回は先生のご希望により受講者のビデオをオンにしての配信 

で、同窓会ならではのアットホームな雰囲気の講演会でした。 

 

講演では、先生がお茶大にいらしてからのご自分の変化を５つあげられ、それらを一つずつ楽しくお

話し下さいました。１つ目は、文章を書くことが好きになったこと。２つ目は、哲学することが苦手で

なくなったこと。それまで存在とは何かについて研究し行き詰まりを感じていたが、ウィトゲンシュタ

インやアリストテレスを読み込みわかったとき一歩進めたそうです。３つ目は、教えるということの変

化で、1時間の講義に10時間の準備をして完璧な教師を目指していたが、お茶大の講義の中でどうもそ

ういうようには要求されていないとわかり、柔順で謙虚な態度になっていったこと。４つ目は、学校と

いうものが好きになったこと。５つ目は、ピアノを始めたこと。 

お茶大の学生の印象は、飾らない・上品(正しい敬語で、キツいことも言える)・疑問文で命令でき

る・芯が強いなど。尊敬とも言い切れないがなじみやすい環境というのがお茶大であるとまとめられま

した。最後に、チャットで、ご著書やご専門の哲学についての質問に答えて頂き、楽しくウィットに富

んだ講演が終わりました。 

久しぶりの土屋先生らしい哲学的ユーモアと語り口に、学生時代の先生の講義を思い出された方も多

くいらっしゃったと思います。土屋先生、本当にありがとうございました。 

 

     

 

 

https://www.ouinjuku.com/koza

